

教師用指導ポイント集
～男女共同参画社会の形成に向けて～
【活用される先生方へ】
	「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」などの思い込みや決めつけは、社会や文化の影響によって作られた固定観念の一つであり、時代や文化によって異なるものです。

　固定観念による思い込みや決めつけがマイナスの感情と結びつくと偏見になり、ある特定の属性を有しているという理由だけで嫌ったり避けたりして差別を生み出すことがあります。（例：外国人の入居拒否、感染者（ＨＩＶ感染者・ハンセン病）に対する偏見）

県では、「ジェンダー※」に敏感な視点を持って、身の回りをはじめとした全ての面を見ることは、偏見・差別などの人権侵害を正しく理解するために重要であり、人は性別・年齢・体格・利き腕・障がい・言語などあらゆる面で異なる多様な存在であること、その多様性にこそ価値があるものとの信念に立ち、一人ひとりの個性が尊重され、自分らしく生きることができる社会の形成を目指し、その一環として、男女平等に関する教育の充実を図る取り組みを進めています。

· 「ジェンダー」　

生物学的な性差に対し、「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的役割分担など社会的、文化的につくられた性差を「ジェンダー」といいます。




＊次代の親づくり推進啓発プロジェクト教師用指導ポイント集（資料編を含む）の電子データは、福島県男女共同参画ホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/danjo/）からダウンロードできます。ワークシートの加工等の際にぜひ御利用ください。
平成２１年３月
福島県生活環境部人権男女共生課
次代の親づくり推進啓発プロジェクト　教師用指導ポイント集

教師用指導ポイント集　小学校版

《小学校展開例1》大人になったら…
(小)1

ワークシート1
(小)2

《小学校展開例2》家庭生活を見つめてみよう
(小)3・4
ワークシート2 
(小)5
《小学校展開例2と関連させた実践活動例》
(小)6
ワークシート2-1
(小)7
《小学校展開例3》働くことについて考えよう
(小)8
ワークシート3
(小)9
《小学校展開例4》ともに生きる社会について考えよう
(小)10・11
ワークシート4
(小)12
《小学校展開例5》「基本的人権」について考えよう
(小)13
ワークシート5 
(小)14
単元シラバス（学習計画）
(小)15～21
教師用指導ポイント集　中学校版

《中学校展開例1》家庭の仕事と役割分担について考えよう
(中)1・2
ワークシート1 
(中)3・4
《中学校展開例1（パターン２）》家族の協力について考えよう
(中)5・6
ワークシート1-2
(中)7～9
《中学校展開例2》「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう
(中)10
ワークシート2
(中)11・12
《中学校展開例3》ジェンダーについて考えよう
(中)13
ワークシート3
(中)14
《中学校展開例3（パターン２）》男女の協力について考えよう
(中)15・16
ワークシート3-2
(中)17～19
《中学校展開例4》人権について考えよう
(中)20・21
ワークシート4 
(中)22
《中学校展開例5》進路について考えよう
(中)23・24
ワークシート5
(中)25・26
教材の活用事例

《教材展開例》
(教材)1

ワークシート1 
(教材)2・3
すごろく問題カードの答え
(教材)4・5
問題カード例
(教材)6
参考
　「次代の親づくり」協力校実践例
(参考)1・2
　ゲストティーチャーをお探しの時には・・
(参考)3
　福祉教育・ボランティア学習を行う場合には（各市町村社会福祉協議会一覧）
(参考)4～6
　福島県男女共生センター図書室小・中学校向け映像資料一覧
(参考)7～9
資料編

【資料  1】海野由紀子さん　栁堀あや子さん
(資)1

【資料1】斉藤幸弘さん　佐藤歩さん 
(資)2

森山　正通さん　野木　泉さん
(資)2

佐藤　宏幸さん　影山　桂子さん
(資)3

【資料  2】共働き世帯数の推移
(資)4

【資料  3】夫婦の役割分担意識
(資)4

【資料  4】夫婦の生活時間
(資)4

【資料  5】仕事時間の各国比較
(資)5

【資料  6】育児休業取得率の推移〔福島県〕
(資)5

【資料  7】男性は育児休業を取得すべきか
(資)5

【資料  8】女性の年齢階級別労働力率
(資)6

【資料  9】雇用形態別構成
(資)6

【資料 10】女性の就業者割合と管理的職業従事者割合
(資)7

【資料 11】男女雇用機会均等法
(資)7

【資料 12】男女間の賃金格差
(資)7

【資料 13】福島県における職業別男女比
(資)8

【資料 14】国際婦人年以降の女性問題の動き
(資)9・10

【資料 15】県の審議会等における女性委員の登用状況
(資)11

クイズコーナー
(資)12

ジェンダーチェック（小学生向け）
(資)13

ジェンダーチェック（中学生向け）
(資)14

ジェンダーチェック（保護者向け）
(資)15

ジェンダーチェック（教師向け）
(資)16

【参考】男女共同参画ティーンズメッセージ
(資)17

男女共同参画と人権にかかわる用語集
(資)18・19

男女共同参画と人権にかかわる法律等
(資)20・21

福島県の条例の体系
(資)22

ふくしま男女共同参画プランの体系
(資)23

アンケート用紙（教師対象）

～はじめに　次代の親づくり推進啓発プロジェクトとは～
１　「次代の親づくり」授業の目的

　　思考の柔軟な小・中学校の義務教育段階から、「女はこうあるべき」「男はこうあるべき」などの性別による固定観念にとらわれず、児童生徒一人ひとりが自分の意思に基づいて、進路を選択していく力を身に付けさせるとともに、「男は仕事、女は家事・育児」というような固定的性別役割分担意識をもたずに、男女が協力しあって家庭を築いていくことや、男女がともに子育てをしていくことの大切さを理解させ、次代の親となる児童生徒を育成することを目的としています。

２　「次代の親づくり」授業のねらい
（１）　人権・ジェンダーへの気付き
（２）　「性別による固定的役割分担意識」の気付き
（３）　性別にとらわれない進路の選択

３　対象学年及び教科

（１）　対象学年

この「次代の親づくり推進啓発プロジェクト　教師用指導ポイント集」では、対象学年を

◇小学校５年生、６年生、中学校１年生

として作成しましたが、各学校の実態に応じ、他の学年でも使用いただければ幸いです。

（２）　教科・時間数

　　　学校の裁量により授業実施をお願いします。

　　〈想定される教科等〉

　　　社会科・家庭科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間など
※展開例には、想定される教科名・時間数を記載していますが、基本的には教科等は特定せず、学校の裁量により授業を展開してください。授業時間数もあくまで目安であり、学校の実態によって授業時間を増減するなど、柔軟に展開例を御活用ください。

４　授業実施の系統性

　　系統だった授業展開が、「次代の親づくり」授業の理解の浸透に最も効果的であり、重要と思われます。系統だった授業実施のための展開例の進め方（順番）を後に記しています。　

ぜひ、御参考にしてください。

ふくしま男女共同参画プランにおける男女平等教育の概要













【各教科等との関連】（現行学習指導要領）

	
	小1
	小2
	小3
	小4
	小5
	小6

	生活科
	○　家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考え、自分の役割を積極的に果たすことができるようにする。
	

	社会科
	
	
	○　現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。

・日本国憲法は、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていること。

	家庭科
	
	○　家庭生活に関心をもって、家庭の仕事や家族との触れ合いができるようにする。

	道徳


	○　友達と仲よくし、助け合う。

○　父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを知る。
	○　友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。

○　父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくる。
	○　互いに信頼し、学び合って友情を深め、男女仲よく協力し助け合う。

○　日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、それにこたえる。
○　父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立つことをする。

	総合的な学習の時間
	
	○　自ら学び、自ら考える力を育成する。
○　自己の生き方を考えることができるようにする。

	学級活動
	○　日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること。
・希望や目標をもって生きる態度の形成
・望ましい人間関係の育成


	
	中1
	中2
	中3

	社会科

（公民）
	
	○　家族や地域社会などの機能を扱い、人間は本来社会的存在であることに着目させ、個人と社会との関わりについて考えさせる。その際に、現在の家族制度における個人の尊厳と両性の本質的平等などに気付かせる。

○　人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深めさせる。

	技術・家庭科
（家庭分野）
	○　家庭や家族の基本的な機能を知り、家族関係をよりよくする方法を考える。

	道徳


	○　男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。
○　父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。

	総合的な学習の時間
	○　自ら学び、自ら考える力を育成する。
○　自己の生き方を考えることができるようにする。

	学級活動
	○　個人及び社会の一員としての在り方、健康や安全に関すること。

・自己及び他者の個性の理解と尊重

・男女相互の理解と協力

○　学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択に関すること。

・望ましい職業観・勤労観の形成

・主体的な進路の選択と将来設計


【各教科等との関連】（新学習指導要領）

	
	小1
	小2
	小3
	小4
	小5
	小6

	生活科
	○　家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考え、自分の役割を積極的に果たすことができるようにする。
	

	社会科
	
	
	○　現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。

・日本国憲法は、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていること。

	家庭科
	
	○　家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが分かり、自分の分担する仕事ができること。

	道徳


	○　友達と仲よくし、助け合う。

○　父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いな　どをして、家族の役に立つ喜びを知る。
	○　友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。

○　父母、祖父母を敬愛し、家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくる。
	○　互いに信頼し、学び合って友情を深め、男女仲よく協力し助け合う。

○　日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、それにこたえる。
○　父母、祖父母を敬愛し、家族の幸せを求めて、進んで役に立つことをする。

	総合的な学習の時間
	
	○　自ら学び、自ら考える力を育成する。
○　自己の生き方を考えることができるようにする。

	学級活動
	○　日常の生活や学習への適応及び健康安全

・希望や目標をもって生きる態度の形成

・望ましい人間関係の育成


	
	中1
	中2
	中3

	社会科

（公民）
	
	○　人間は本来社会的存在であることに着目させ、社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義について考えさせ、現代社会をとらえる見方や考え方の基礎として、対立と合意、公立と公正などについて理解させる。その際に、現在の家族制度における個人の尊厳と両性の本質的平等などに気付かせる。

○　人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深めさせ、法の意義を理解させる。

	技術・家庭科
（家庭分野）
	○　これからの自分と家族とのかかわりに関心をもち、家族関係をよりよくする方法を考える。

	道徳


	○　男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。
○　父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。

	総合的な学習の時間
	○　自ら学び、自ら考える力を育成する。
○　自己の生き方を考えることができるようにする。

	学級活動
	○　適応と成長及び健康安全

・自己及び他者の個性の理解と尊重

・男女相互の理解と協力

○　学業と進路

・望ましい勤労観・職業観の形成
・主体的な進路の選択と将来設計


· 系統だった授業実施のための展開例の進め方（順番）を記しています。ぜひ参考にして、系統性のある指導に取り組んでください。
（現行学習指導要領版）

	学年
	人権・ジェンダーへの

気付き
	性別による固定的役割分担意識の気付き
	性別にとらわれない
進路の選択
	現行学習指導要領等

との関連

	小学5年
小学6年
	

	

	
	【学級活動】

○日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関すること。
・希望や目標をもって生きる態度の形成

・望ましい人間関係の育成

【家庭科】

○家庭生活に関心をもって、家庭の仕事や家族との触れ合いができるようにする。

【社会科】

○現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。

・日本国憲法は、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていること。



	中学1年

～

中学３年


	
	
	
	【技術・家庭科（家庭分野）】

○家庭や家族の基本的な機能を知り、家族関係をよりよくする方法を考える。

【道徳】

○男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。

○父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。

【学級活動】

○個人及び社会の一員としての在り方、健康や安全に関すること

・自己及び他者の個性の理解と尊重

・男女相互の理解と協力

○学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択に関すること。

・望ましい職業観・勤労観の形成

・主体的な進路の選択と将来設計




（新学習指導要領版）

	学年
	人権・ジェンダーへの

気付き
	性別による固定的役割分担意識の気付き
	性別にとらわれない
進路の選択
	新学習指導要領等との関連

	小学5年
小学6年
	

	

	
	【学級活動】

○日常の生活や学習への適応及び健康安全

・希望や目標をもって生きる態度の形成
・望ましい人間関係の育成
【家庭科】

○家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが分かり、自分の分担する仕事ができること。

【社会科】

○現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。

・日本国憲法は、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていること。

	
	
	
	
	

	中学1年

～

中学３年


	
	
	
	【技術・家庭科（家庭分野）】

○これからの自分と家族とのかかわりに関心をもち、家族関係をよりよくする方法を考える。

【道徳】

○男女は、互いに異性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。

○父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。

【学級活動】

○適応と成長及び健康安全

・自己及び他者の個性の理解と尊重

・男女相互の理解と協力

○学業と進路
・望ましい勤労観・職業観の形成

・主体的な進路の選択と将来設計




































































































































男女共同参画社会の学習へつなげる








⑥【学級活動】


　展開例中５：進路について考えよう


　２時間・P中２３～P中２６





⑤【学級活動】


　展開例中４：人権について考えよう


　  ２（１）時間・P中２０～P中２２





③【学級活動】


　展開例中２：「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう


　　１時間・P中１０～P中１２





④【学級活動】


　展開例中３：ジェンダーについて考えよう


　  １時間・P中１３～P中１４


【道徳】


　展開例中３－２：男女の協力について考えよう


　  １時間・P中１５～P中１９





②【技術・家庭科】


　　展開例中１：家庭の仕事と役割分担について考えよう


　 　 ２時間・P中１～P中４


　  　【道徳】


　　展開例中１－２：家族の協力について考えよう


　  　１時間・P中５～P中９








⑦【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）





⑤【学級活動】


展開例小３：働くことについて考えよう


１時間・P小８～P小９





②【学級活動】


展開例小１：大人になったら


　１時間・P小１～P小２











⑥【学級活動】


　展開例中５：進路について考えよう


　２時間・P中２３～P中２６





⑦【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）





男女共同参画社会の学習へつなげる





①【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（導入として活用）





②【技術・家庭科】


　　展開例中１：家庭の仕事と役割分担について考えよう


　 　 ２時間・P中１～P中４


　  　【道徳】


　　展開例中１－２：家族の協力について考えよう


　  　１時間・P中５～P中９








③【学級活動】


展開例中２：「女らしさ」、「男らしさ」ってなんだろう


　１時間・P中１０～P中１２





④【学級活動】


　展開例中３：ジェンダーについて考えよう


　  １時間・P中１３～P中１４


【道徳】


　展開例中３－２：男女の協力について考えよう


　  １時間・P中１５～P中１９





⑤【学級活動】


　展開例中４：人権について考えよう


　  ２（１）時間・P中２０～P中２２





⑤【学級活動】


　展開例小３：働くことについて考えよう


　  １時間・P小８～P小９





②【学級活動】


　展開例小１：大人になったら


　  １時間・P小１～P小２





③【家庭科】


　展開例小２：家庭生活を見つめてみよう


　  １時間・P小３～P小５


　  実践編：家庭での実践活動


　  ２時間・P小６～P小７





④【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）





⑥【学級活動】


展開例小４：ともに生きる社会について考えよう


２（１）時間


P小１０～P小１２








１　キャリア教育の充実・・・・・・・�
一人一ひとりが個性と能力を十分に発揮し、自らの意思と責任で進路を選択することができるように進路指導の充実を図る。


�
�
２　体験的な活動・・・・・・・・・・・・�
体験活動を積極的に活用し、男女共同参画についての関心・意欲・技能・知識・理解を深める。


�
�
３　家庭・地域社会との連携・・・・・�
学校での学習内容が家庭や地域社会での生活に活かせるよう、家庭・地域社会と連携して推進することが重要である。また、各教科等の特性に応じて地域のゲストティーチャーを活用するなど、効果的な授業を展開する。�
�






男  女  平  等  教  育  を　行　う　上　で　の　工　夫





◆育てたい資質・能力、態度


１　豊かな心の育成


２　性差の正しい認識


３　自立する力の育成


４　実践的態度の育成





◆ねらい


１　人権・ジェンダーへの気付き


２　性別による固定的役割分担意識の気付き


３　性別にとらわれない進路の選択





男女平等教育のねらいと育てたい資質・能力、態度








性別にとらわれず、主体的に生き方を選択できる児童生徒を育成する。


性別による固定的役割分担にとらわれず、協力し助け合うことのできる児童生徒を育成する。








目　的











　日常の学習指導において各教科等の本来のねらいを達成する教育活動を推進する中で男女平等教育のねらいを実現する。








学  習  指  導  要  領  の  趣  旨  に  則  っ  た  指  導　











　人格形成過程において、固定的な性別役割分担意識が形成されることがないように、人権尊重を基盤とし、男女平等・自立意識の確立に向けた学校教育を目指す。





　○　人権尊重に立脚した男女共同参画の理解を育む


　○　性別にとらわれず、個性を生かして主体的に生き方を選択できるよう、男女平等の視点に立った進路指導の充実を図る。











学校教育におけるジェンダーにとらわれない男女平等教育の推進





⑦【社会科】


展開例小５：「基本的人権」について考えよう


２（１）時間


P小１３～P小１４





⑥【学級活動】


展開例小４：ともに生きる社会について考えよう


２（１）時間


P小１０～P小１２





⑦【社会科】


展開例小５：「基本的人権」について考えよう


２（１）時間


P小１３～P小１４





⑧【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）





①【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（導入として活用）





①【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（導入として活用）





③【家庭科】


　展開例小２：家庭生活を見つめてみよう


　  １時間・P小３～P小５


　  実践編：家庭での実践活動


　  ２時間・P小６～P小７





①【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（導入として活用）





④【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）


















































⑧【学級活動】　男女共同参画用教材の活用（これまでの学習の確認）














